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1．就業構造の展望

これまでの産業構造の変化に伴っ七就業構造も大きな変貌を遂げてきた。昭和49年

（1974年）以降、製造業就業者が景気循環に対応して増減を繰り返し、商業就業者の

伸びが小幅になる一方、サー“ビス業就業者は堅調な伸びを持乾し、近年では製造業就

業者と同水準に達している。

以下では、およそ事成12年（200時）頃までの労働力供給と平成12年（2000年）に

おける就業構造を推計し、また、1．（2）で取り上げた成長を期待される産業分野の雇

用創出効果について試算してみることとする。

川2080年頃までの労働力供給の展望

経済成長に対して労働力供給量は基本的な制約要図の1つとなっているため、就業

構造の推計の前提として、今後の労働力供給を展望することが重要になる。今後の労

働力供給に大きな影響を与える要因として、高齢化の進展及び女子労働者の増加が考

えられるため、以下ではこの2点についてあていくことにする。

まず、高齢化の進展がもたらす影響について、高年齢層（55歳以上）と若年層（15－29

歳層）の労働力人口の平成5年度（1993年度）から平成12年度▼（2000年度）の間の増

減をみると、高年齢層では労働力率の上昇等からこの顛間中に200万人程度増加するも

のと見込まれる。これに対して若年層車は、第2次ベビーブーム世代が労働市場へ参

入する一方で、進学率の上昇や第2次ベビーブーム世代に統く若年人口の急速な減少

の影響が大きく、この間間中に若干減少し始めるものと見込まれる。、．

女子労働力については、経済のサービス化、出産・育児や家族の介護が必要となる

一労働者に対する支援策の充実等を背景に30－40歳台の労働力率が上昇するものと見込

まれる。しかし、労働力人口に占める女子の割合は40％程度で推移し、大きな変化は

ないものと見込まれる。

こうした動きを結合すると、平成12年（2000年）頃までの間、労働力人口は増加を

乾けるもののその増加割会は鈍化していき、平成12年度（2000年度）時点の労働力供

給は現在′より180万人程度増加し、6810万人程度になるものと見込奉れる個表4）。

なお、その後、21世紀初頭には、労働力人口は若年労働力人口の減少等により、減少

していくものと見込まれる。
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（2）癒巣構造の変化

製造業就業者は、1．（1）で指摘した海外生産や輸入の増加の雇用面への影響から平

成12年（2000年）までの間に60万人程度減少するものと見込まれる。

次に、第3次産業のうち、商業とサービス業の就業者比率が大きいが、商業では近

年、スーパーマーケットが含まれる各種商品小売業やコンビニエンスストアが含まれ

るその他の飲食料品小売業で大きな伸びがみられ、サービス業では、全体的に大きな

伸びがみられるなかで、特に企業活動支援関連、医療保健・福祉関連及び余暇・生活

関連等の分野の伸びが顕著である。

今後、商業については規制時和の推進や物流の効率化が進む中で、就業者数につい

ても平成12年（2000年）′までの間に30万人程度の減少が見込まれる。サービス業につ

いては1．（1）でみたように情報通信関連サービスをはじめとして産業自体の成長が期

待できる上、医療関連サービスや癖楽サービス等、省力化の国難な対人サービス部門

に対する需要が増加することもあって、平成12年（2000年）までの間に280万人程度の

増加が見込まれる。こうしたことから、第3次産業全体としては、平成12年（2000年）

までの間に330万人程度の増加が見込まれるところである。

（3）成長期待分野における雇用創出

1．（2）においてみた高い成長が期待できる分野における雇用創出効果ドついて、国

内生産額等をもとに、その就業者数の増加分を試算してみると、結果は次の通りであ

るノ（国表6）。

①自由で活力ある経済社会関連分野

○瑳郵通膚関連今野　一

情報通信関連分野においては、平成5年（19的年）から率成12年（2000年）－まで

の間に60万人程度、平成13年（2000年）から平成22年（2010年）までの間に90万人

程度、合計で150万人程度の増加が見込まれる。

○企業活動支援照準愛野

企業活動支援関連分野においては、平成5年（1993年）から平成12年（2000年）

までの間に70万人弱、平成12年（2叩0年）から平成22年（2010年）までの問に70万

人弱、会計で130万人強の増加が見込まれる。

○人材関連分野

人材関連分野においては、平成5年（1993年）から平成12年（2000年）までの間
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に5万人程度、平成12年（2000年）から平成22年（2010年）までの間に3万人程度、

会計で畠万人程度の増加が見込まれる。

②豊かで安心できるくらし関連分野

○医療保健・福祉関連分野

医療保健・福祉関連分野においては、平成5年（1993年）から平成12年（2000年）

までの間に110万人程度、平成12年（2000年）から平成22年（2010年）までの間に70

万人程度、合計で180万人程度の増加が見込まれる。

○余暇・生活関連分野

余暇・生活関連分野においては、平成5年（1993年）から平成12年（2000年）ま

での間に130万人臥平成12年（2000年）から平成22年（2010年）までの間に70万人

乳合計で190万人程度の増加が見込まれる。

○革質な住軍関連分野

良質な住宅関連分野においては、平成5年（1993年）から平成12年（2000年）ま

での問に40万人弱、、平成12年（2000年）から平成22年（2010年）までの間に3万人

種鼠合計では40万人強の増加が見込まれるふ

○環境関連分野

環境関連分野においては、卑成5年（押93年）から平成12年（2000年）までの間

に11万人程度∴平成12年（2000年）から平成22年（卸18年）までの間に7万人程度、

合計で18万人程度の増加が見込まれる。
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（国表り　我が国の将来の産業構造（実質：1990年基準）

（GDPに占める構成比：％）

平 成 5 年 ‘

、‥1 9 9 3 年

平 鹿 1 2 年

別 0 0 －年

農 林 水 産 業 ．、2 ‾・：1 2 ．1

畢 ・‾‘ ．．・業 ． 0 ↑3 0 ．．台 ＿．

1製 ！ 遥上 兼 ‘ 2 7 ．7 ′≠3 ・‾7 －

素 ㍉ 材 、型 ‾ ．‘7 ．4 7 二1 ＿

如 工 組 立 型 1 2 」4 ・ 1＿11 0 ，2 －

・．そ の 他 製 造 ∵ 7 ．9 ° 16 ．年．

建　 設 ．業 ∵ ？・6 9 ‾．0

第 三 次 産 業 6 0 「4 6 4 ．9

．密 気 ・ガ ス ヰ水 盛 写本 ・、 ∵3 ニ0 ．．－．－－

・‾導 輸 ±‾通 虐 ： 、＿‘6 ．．8 °‘ ノ．6 ．8 ．・・

軍　 車 ．＿－
1 1 ．．7 ． 1 ．P ．－1 ・一一．r

金 融 ◆保 険 ．▲．不 軌 鹿 ∴ ・・1 5°．．4 ・、 F ．．1 5 ‘．9 ＿．′

サ ー ビ ス 寮 、 1 5 ．．・4 ・・・ 1 9 ．2 ・一．

政 府 ・・非 営 利 サ ー ビ ネ ．－r‘．．9 ．4 ‾． ノ＿ 9 ・9 ∵

産 ．！業　 計 、‾．二・ ノー1 0 0 ．‾0 l∴1 0 0 二，0 ．

（注）1．経済企画庁「国民経済計算年報Jより経済企画庁総合計画局堆計。

2．金融・保険・不動産には帰属家賃を含む。

3．四捨五入の関係で会計値が100にならないことがある。

4．製造業のうち、

素材型：繊維、紙・バ、化学、石油・石炭、窯業・土石、一次金属

加工型：金属製晶、一般機械、電気機械、輸送機械、精密機械

その他：食料品、その他の製造業（例：家具梨怠業、印刷・出版業）

5．非営利サT二ビスとは、教育・医療。
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（図表2）　成長期待分野の国内生産額

国内生産額 ‾（90年価格 ：＿兆印 ．

率成 5 年

1993 年

率成12年

2000 年
平成22年
20 10 年

申由で

活力ある

経車社会

関連分野

情 報 通 信 閑 ＿連 約56 ∴ 約8．7・ 約15 5

企 業活動文 題関連 約1‘8 約 32 約5 5

人 ．材　 ㍉関　 連 約 2． 紆 ＿4 － 釣 竿

豊かで安

心でき．る
くらL

．関連分野

医療保健 ・福祉関連 こ滴 3ケ 約5亘 約69

余 暇 ・隼 活 関 連 約3姦 約61 畢 2 －、

．良 質 な 住．宅 開 運 ・約21 約彿 約39

環　 境　 開 ‘遵 約12 ・ 約18 ・約2年

合 一・・　 ‾　計 ．約184 ‾－ 釣彿占 約436

く注）「情報通信関連分野」と「企共活動支援関連分野」、

「情報通信関連分野」と「余暇・生活関連分野」にはそれぞれ一部重複がある。
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く図表3）　成長期待分野の範軌

①自由で活力ある経済社会関連分野

0腫郵通信関連分野

S N A 24部門 S N A 細部 的 ・料 由 ・具∴　 体　 r　例

9．＿し一 次 金 国 ．‾37二．非 ‾鉄　 金　 属 ▲ 光フ ァイバ⊥

11．一 般 ・機 械 ・39 ．－ ．般　 機　 械 ▲ 云￥一機等 ゐ事務 用磯城

ワ？プb、光デイ＿スタフ‾ァィリング真夏

12．－電 気 機 械 41．．民 生 凧 電 機・ △ ・テ レビ、 ビデオ等

42こそ ・甲 ・他 電 機 ○ コンビ皐－タ等の輝 櫛乳 P由等の通倒麟

i5∴その他製造 26．‾印 刷 ・．出 版 ．－▲ 電子出版 ・一電与新 開等

16．建 ∴設　 業 ‾49．土 ・．，・ ．本　 業 ▲ F．電気通信施設建設 （光 ブナイパー網）

2 1．運輸 ・．通信 67．電 信 ・ 電 層 ‾ ◎ ．‾・ 移動体通信等 の高庭通信

．22．サ ービス業 73．広　 ＿、告　 巣 ・
，・○‾一 電子媒体 を使 った広告 ・

74∴菜 療 廟 賃 貸 △ 、・－．牒 廟 関連機器賃貸

75．その他事業所サービス ▲ 情報 サー ビス、土 ユース供 給等 ‾

77．．放 ‾　送〕 秦 ◎ 療 星放送、C A T V 轟 ∴

○企業活動支援関連分野

S N A 24部門 ．SN A 89部門 畢 淘 具 ・ 体 ノ・ 例

．22∴サ⊥ビス発 73．広 ． 告 ∵　業 ㊨ 喀　　 告∴
74．業 乳 用 r貸 賀 ・ ◎．＿＿． リーえ

ね こ．その他車貴所サー由 ‘▲ デザイン、清和 －ビス、・ビルメンテナンス、

∴菅鼠 寺．－ケテイング

○人材関連分野

∴SN A 24部門 SN A 89部門 範　 囲 具　 ∵体　　 例

22．サービネ業 69．教　　　　 育 ▲ 学校教育以外の民間教育訓練機由一

75．その他事業所サービス ▲ 人榊温 有翻蝶紹介、社員教育サービろ ′

24．′非営利サービス 87．．非 営 利 教 育 ▲ 尊慮学校、各軍単校、通信教育
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② 豊 か で 史 心 で

○ 医療 保 健 ・葡

き る くら し関 連 分 野

関 連 分 野

S N A 8 9部 門 範 ．囲 具　 ＿体　 例 ・
S N A 2 4部 門

諾

l

串⊥化

．1‾1 ∴精 密 棲

18 ∴卸 売 ＿・小 売

22 ．サ T ビス 業

ヽ 虹 そ の 他 化 ヽ △ 医 薬 品 （バ イ オ を は じ吟 と した）

46 ・‾滴 密 機 ．摺
▲ ，、

‾－．一一．一一一叫一…．一一．一一一一．一一一一一‥一一一一‥一一．一一一．一一一一一一一．．
高 度 医 凍 機 器 、．福 祉 用 具 ・

b
55 ナ卸 ′　一恵 ‾ ・農

56 ；小　 売 ∴ 業

71 ． 医　 療 ‾保　 健

▲ ∴

由

▲ ．

．一一．．一一一．一一一一日一一一一…一一一一一一一一…．一一一一．H．山一．．．－ヽ．．＿
医薬 品、医療 用品関連 卸売 ・小 売業

‾－．．”．一一一一一一．．一一．一一－．一一．．一一一一一一一，．．…．一一一．一一一一．一一ヽ一
病 院 ∴ 検 査 業

医 療 関 連 賃 貸74 ，果 葡 用 賃 貸

tI

．lt’IIl

t遅
筆
薫製J
i．竪】l1買

・．＿医　療
由．政府そ1の他 ◎

▲
］軍 垂 空

24・非営利サ「ビス 88∴非 営牒 医 療 ・◎

†
竜
lf
を

○余噸「 生 活関連分軒

ii‾

1P

j

l

1＿S N 阜24部 門 ・，・

3・．．．食 ‾・科　 晶

．S N A 卵部門 －． 線 甲 1 鼻　 俸 ・・－‾例 ‾1

ll

r‾16 ‾そ の 他 食 料 　 ▲

11．＿一 般 機 械 39・十　 般　 掛 械

26「印．和 ・．＿‾出 版

47　そ フの 他 製 造 ．－

‘＿，▲ ・ 娯 楽頗棟暮 ・（業務用）こ‾

．▲

．＿▲∴

・串版 （書籍、雑 誌）
i

，62・鉄 ∴牒∴ ㍉菜蔓蓑

喜ご覧
：吏
ま
け錆
狛庁
菅
等堅‘
藁

巳憲を
．1ナ烹彗
転
経
藍

l革．i
翫

艶

j・弘L朔

J

2 1・＿‘・運輸 ・通信
、▲‾

一日1－－－－－－－－－－．－－一一一一一一．一一一一一一一一…－．一一．－．－．一…一．一一．－．．－
康行に伴 う交通横間の和用－（険通勤）

63・道 路 運 送 ．翠 ▲ 旅行に伴 う交通機関の利用 ．（除通勤）

65・．坑 空 運 翰 ＿業 4 旅行 に伴 う＿交 通機関 の利廟

66．そ の一一他 運 輸 － △ ． 旅行業 （手数料 収入）等

舌

用 賃 貸 1 ◆ 師 事開 封 け タか－）．順 ビジネスユース）

76．．．娯 ‾・釆 ㍉㍉業 ◎ ‾‾ ．スポー・少廠 加 増 癖 患 レジャー施碑

78・‘倣　 ‾食 ∴ 店 l ○ 「般飲食店 イ陰喚茶店 ）－

乱 〕旅　　 ．＿館 ◎ ．： 旅行に伴う細 船 の利用牒 ビ涙 スユース）

81∴＿その他個人サーとス ′　▲　 － 五ルナ｛ セン‾ターフイサトネわ ラブ締 サ⊥ビス稟
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○良質 な住宅分野

S N A 24部門 ・S N A 89部門 範　 囲 革　 r 体　 例

4．繊 維 製 品 21．織 物 そ　 の 他 ′▲ 畳 、‾じゅ うたん ・床敷物

12．電 気 機 械 41．昂 生 用 電 椒 ′　▲ ・ ホ÷ム オヤ トメ⊥．シ 壷ン嘩恕・・

42．そ の 他 電 機 、 ▲ ．．電気照 明番兵 、‘電球類 ．

15．その他製造 24．．家　 具　 虻 「 造 △ 本数家具、‾金属 製家具 1

16．．建 ∴設　 業 48：建 ．∴ 築 ．＿・ 業 △ 良質 な住宅桂 築 （木造、非木造）、

住宅 リフ ォ二ム ．′高齢者住宅
　ヽ同

20．不 動 産 業 59．不 動 産 伸 介 △． ヰ 古住宅疎 通サー 官女

22．サー ビス業 81．その他個人サービスr ▲ ・りロケーションサービス、ホームセキュリティサービス、

ハ．ウろクリーニ ング、．美術品レンタル

○環境関連分野

S N A 24部門 S N A 8‘9部門 範． 囲 具　　 体 ． ∵例∴

06 ．．化 ∴ 、学 29 ．基 礎 化 学 品 r ▲ ＿＿ 生分解性プラ．スナック、・フロン代替品

坤 ．金 属 製 品 38 ．金 ・鳳 ．製　 品 ▲ ＿∴ ．・太 陽熟考廟噸潤「

11 ．1．二 股 ．境 線 39 ．一 般 放 球 愚 ▲〕 環境 轟音 1・こ（公舎 醜止 装置等）．・

12 ．電 気 機 ・械 ′．42 ．－‾，そ 亘 他 ‾甘 嘩 ．．・▲　 ‾‾太 陽電池 ．＿、

1台．．輸 送 ＿機 球 壷 ．＿自 動 ヰ 製 造 ‘事． 低 轟音車 ㍉

14 ∴精 密 病 棟 46 ．精 ．密 ・機 ∵繊 十 ． 公 害計洩愚 ．、．・1

15‾．その他 製造 28 ．＿ゴ＿一一ヰ ・一製‘品 ‾ ▲ ． 更生 タ イヤ∴再生 プム ．・

47 ⊥・‾そ ‾め 他 製 息 ‘▲ 廃プ ナスチ ・シク製 品 ．

16∴建 一翠 ‘業 48 ．・．・く建 ．十英 ．－1発

49 ．二L ・．未 ． 美

‘－‾▲＿r 下疎 埠∴魔 境衛生、痩地 保套重患

1ケ．．電力 ・・．ガス 5 0 ．‾電 ．‾し気 ′　 業 ・▲ ユ二．シ土ネレーショ1ン、木醜 発電、牒潮 摘 電

・，水澤 ‾ 51 ．オ ス∴＿熱 供 給 1． ▲ 1 r熱供 給業 ㍉

5 4 ．′、廃 棄 物．処 理 ー・．．．由 ． 廃棄 物処 由美 ．．

・18 ．卸 ・4 、売業 55・，′訃 ∴ 売 ∴ ．業 、 ‘▲．‾・‘再生 資源卸尭巣

5 6 ．小 ∴ 発∴ ∴業 ▲． ．．中古 品小奉尭 ‘＿

字2・．′・サ ー由 美 庵 言 画 疇 醜 サ二転 ▲・．． 環境‘コ．ンサ！レタン ‘ト業等∴

23 ．政府サ「どえ 8 6 ∴政 府 一そ：・の・′他 ▲ ・ ・廃棄物堰 嘩畢 ・‘（公営）．‾下 水冶

性）1．「範乱の欄は、’93年時点で左側の部門（89部門）の産出額のうち各成長期待分野
が「◎：ほとんどをノ占める、○：かなりを占める、△：やや含まれる、▲わずかに

含まれる」ことを表す。

2．具体例で記述されている業種のうち、電子媒体を使った広告及び情報サービス埠、
「情報通信関連分野」と「企業嘩動支援関連分野」の両方に含まれ、電子出版は、
「情報通信関連分野」と「余暇・生痘開運分野」の両方に含まれる。
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（図表4）　労働力供給の将来推計（暫定推計）

労 働 力 率 （％ ） ・労 働 力 人 口 （万 人 ）‘、 年平 均増 加率 （％）‾

昭和 1年度 平成5年度 平成12年度 昭和 1年度 平成5 年度 平成12年度

86 －93 93⊥20008坪 庭 93年 度 2000年度 86年 度 93 年 度 加00年度

男女 年 師 計 62 ．7．　 63 ．8　　 °63 ．－1 6 ，‾031　 6 ，629 ．6 ，813 1 ・3＿6　　 0 ・39

15 －．29歳 53 ．0　 °5 7．7 ．60 ．0 1 ，344 ＿F l ，588　 1，557 2 ．41．． ・▲ 0 ．28 1

．30－ 54歳 7．9 ．3 ＿　 8 1 ．7　　 82 ．5‾ 3．，572 －　3 ，－61台　 3 ，625 0 ・16　　 0 TO5

55－ 59歳 70 ．0 ． 74 ．9 ‾　 75 ．6 ‥ 502　 －・ 595　　 659 去 46　 1 ．47

60－ 64歳 53 ．9 ＿　 5 6 ．8　　 57 ．5 310 ・∴　 4血　 ‾．4 料 4 －11　　 0 ．95

65歳 以上 23 ．8 ．‘　 25 ．0　　 24 ．5　－

1

・305　　 4由　　 由 3 ■ ・78 ．3 ・串

男 子 年 術計 77 ．6 ．78 ．0　　 76 ．8 3 ，632 °　 3 ，941　 4 ；033 1 ．17　　 0 ．33

女 子 年 齢 紺 48 ．5　　 5 0．4　‾・＿．50 ．1 －r 2 ，399 ‘ 2 ，688　 2 ，78 0 1 ．64　　　 0 48 －

（注）1986年度、1993年度は総務庁「労働力調査」、2000年度は経済企画庁総合計画局推計に

よる。
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、く図表5）　就業構拳の将来展望（暫定推計）

就 業 者 数 ‾（万 人 ）－ 構 即 ヒ1 ％ 「

昭 占1年 平 5 年 ＿平 1碑 昭 61年 平 5 年 ．平 12年

I9 8 6年 19 9 3年 20 0 0年 19 8 6年 －199 3年 20 0 0年 一

農林 水 産 業 495 　 38 3 ．28 3 8 ．5 ． 5 ．料＿－ 4 ．3

鉱業 8 ‥ 6 5　－ 0 ，1 0 ．十 0 ．1

製 造 業 ・1 ，44 4　u 工 53 0 1、，469 如 ∴7 23 ．7 ‾′ 2 2 ．2

素 材 塑 ∴ ．314 却 5 、 28 5　－ 5 ，4 ． ・．有 7 4 ．3 ．

加 工 組 立 型 ． 621 ．．‾・ 彿 0 ・ 67 0 、 10 ′二6 10 ．5‾．‾ 10 ．1 －

そ め 他 製 造 ． ．＿‾5由 545 r5 i 4 ，．8 ．7 由‾ニ5 7 ．8 ′

建 準尭
534 　 64 0 6 4 5 9 」1 ‾ 9 ・．9 4・サ 7

第 三 次 産 業 ・一3 ，372 3 ，89 0 ニ ：4 ，21 8 ＿ 亘 ．6 2・・ 印 ．3 ．63 ．7

・電気 ・ガ ス∴ 水 造 ・・32 ‾・ 35 °34
　 ‾0 ．5 0 ．5 ．0 ．5 、

1運 輸 ‾・、、通 信 353 ． 　 394 4 2 6 　 6 ．0＿ 16－＿．1 ＿ 、6 ．‾4

商 業 1 ，09 7 1 ，18 9 ： 1 ，15 9 1 8 ．7 18 ．4 1 7 ．5

金 融 －∵保 険 十 本 動 産 p寧25 2 6 0 2ケ5 ‘3 ．8 °・ ‥　4 ．0 ．4 ．2

サ 」 ．ビス其 ＿ 1 ，205 ． 1 ，－5 16 ・ l J 9 1 2 0．，6 串 ・5 ． ‘・27 ．0

政 府 ・＿非 営 利 サ ー ビ ス 460 ・ノ496 ・ ．533 7 ．9 1 ．7 8 tl

1草 葉 計 ‘5 ，8 5 3 6 ．45 0 ．・． 6 ，62 1 1 0 0 ．0 － 10 0 ．0 1 0 0 ．．0

（注）1．1986年、1993年は総務庁「労働力訴査」等をもとに作成、2000年は経済企画

庁総合計画局推計による。

2．製造業等の分粟酎こつもーては図表1参軋
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